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ー
シ
ア
と
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ン
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ポ
ー
ル
を
視
察
し
て
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私
が
会
長
を
務
め
る
広
島

ア
セ
ア
ン
協
会
は
１
月
下
旬

６
泊
７
日
の
日
程
で
マ
レ
ー

シ
ア
と
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
視

察
ツ
ア
ー
に
行
っ
て
ま
い
り

ま
し
た
。

　
ツ
ア
ー
に
は
広
島
の
さ
ま

ざ
ま
な
業
種
の
企
業
様
を
中

心
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。マ
レ
ー
シ
ア
で
は
、
自

動
車
組
立
メ
ー
カ
ー
の
イ
ノ

コ
ム
社
や
、Ｐ
Ｋ
Ｔ
社
、
マ
ツ

ダ
車
販
社
、
中
電
工
マ
レ
ー

シ
ア
社
、Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
（
ジ
ェ

ト
ロ
）、
在
ペ
ナ
ン
日
本
国
総

領
事
館
、
在
マ
レ
ー
シ
ア
日

本
国
大
使
館
、
オ
タ
フ
ク

ソ
ー
ス
マ
レ
ー
シ
ア
社
、
マ

レ
ー
シ
ア
第
二
の
都
市
ジ
ョ

ホ
ー
ル
バ
ル
な
ど
を
視
察
し

ま
し
た
。

　
オ
タ
フ
ク
ソ
ー
ス
社
は
、

日
本
の
味
を
そ
の
ま
ま
持
ち

込
ま
ず
、
マ
レ
ー
シ
ア
人
の

嗜
好
に
合
わ
せ
た
独
自
の
味

作
り
を
行
っ
て
お
り
、
ハ

ラ
ー
ル
認
証
機
関
「
Ｊ
Ａ
Ｋ

Ｉ
Ｍ
」
よ
り
ハ
ラ
ー
ル
認
証

を
取
得
し
、「
世
界
の
ハ
ラ
ー

ル
調
味
料
会
社
に
な
ろ
う
」

が
合
言
葉
で
す
。

　
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ
ル
の
経
済

特
区
で
は
、
資
本
を
シ
ン
ガ

ポ
ー
ル
、
土
地
と
人
材
を
マ

レ
ー
シ
ア
が
提
供
、
税
制
の

優
遇
措
置
を
設
け
る
こ
と

で
、
世
界
中
か
ら
投
資
を

呼
び
込
み
開
発
が
進
め

ら
れ
て
い
ま
し
た
。
私
は

以
前
か
ら
東
広
島
に
国

際
貿
易
セ
ン
タ
ー
を
整

備
し
経
済
特
区
に
す
る

構
想
を
提
唱
し
て
き
ま

し
た
が
、
ジ
ョ
ホ
ー
ル
バ

ル
を
視
察
し
て
、
そ
の
思

い
が
さ
ら
に
強
く
な
り

ま
し
た
。

　
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
で
は
、

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
国
立
大
学

や
、
在
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
日
本

国
大
使
公
邸
、
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
を
訪
問

し
ま
し
た
。　

　
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス

ク
ー
ル
で
は
、
東
広
島
市
へ

の
誘
致
を
視
野
に
し
た
お
話

を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　
今
回
の
ツ
ア
ー
で
、
マ

レ
ー
シ
ア
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー

ル
ま
で
の
陸
路
移
動
や
、
マ

ラ
ッ
カ
観
光
な
ど
、
視
察
以

外
に
も
ワ
ク
ワ
ク
す
る
よ
う

な
体
験
が
で
き
ま
し
た
。（
メ

ン
テ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
社
長
）
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